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●他者へ伝える難しさと成長●
   

私は研究室に配属されるまで，人前で何かを発表すると
いった経験はほとんど無かった。そのため，普段の何気な
い会話とどう異なるのか知らずにいた。いざ学部4年生に
なると，現在の研究室に所属し，自身の研究テーマを持つ
ようになった。はじめは，研究の意義や実験結果に対する
考察を他人に伝えることがとても難しかった。とくに，自
身の考えを適切な言葉で表現する点で苦労した。また，私
は緊張しやすい性分であることもあり，研究室内での進捗
報告の場では散々な出来の発表となってしまった。教授や
先輩，同期からのアドバイスで徐々に改善することができ
た。助言の中でとくに印象に残っていることは，「質疑応
答では結論ファーストで話す」ことが普段の会話との大き
な違いであることに気づかされたことだった。その後は，
先輩の丁寧な指導もあり，無事，学部4年生での集大成で
ある卒業論文発表会を終えることができた。大学院進学後
は，国内学会でのポスター発表に参加する機会を多くいた
だき，初めにすべてが伝わらなくとも，質疑応答での対話
を通じて自身の研究への理解を深めてもらうことができる
ようになった。卒論発表ではプレゼンテーションによる口
頭発表であったが，学会ではポスター発表をする機会が多
く，発表の形式によって，工夫すべきところも異なること
を知った。それは，ポスター発表において，1枚のポスター
にストーリー性は持たせつつも，パッと見た時にそれぞれ
の項目で伝えたい内容を分かりやすくするように意識する
ことである。これまでに参加した学会発表の中で，直近に
参加した経験を2つ紹介する。1つ目は初めて現地で発表

した国際学会で，2つ目は今回参加した化学工学会だ。
大会の話の前に，私の研究テーマを述べておく。現在の

研究テーマでは，低分子の凝集によるDNA分解酵素の阻
害と，その薬剤利用への応用を検討している。

2024年6月 に ス ペ イ ン で 開 催 さ れ たElsevierの
International Colloids Conferenceで初めて英語でのポス
ター発表に臨んだ。英語を流暢に話す外国人に比べ，自身
の英語の拙さにショックを受けた。しかし，私が詰まりな
がらも発表している間，頷き相槌を打ってくれる様子を見
て，研究の意義が伝えられたのではないかと感じた。発表
後には，次のステップへの議論にも発展し，これまでの学
会発表での経験を活かすことができた。とくに，相手の理
解が不足している様子の時には，自身の言葉で噛み砕いて
説明できるようになっていた。私はこの国際学会での発表
を通じて，研究室配属以前と比べ，自身の成長を感じると
ともに，まだまだ伸びしろがあるとも感じる機会となった。

今回参加した2024年9月の第55回化学工学会秋季大会
は，自身の研究において8回目の学会発表であった。本大
会での一番の印象は，それぞれ異なるバックグラウンドを
持つ人々に私の研究内容を理解してもらうには，それ相応
の努力が必要であると改めて実感したことである。これま
で様々な学会に参加してきたが，やはり各々の属性が多様
な今大会に参加することで，多方面からの意見を頂戴する
ことができた。とくに，薬剤利用に関する専門の方とお話
した際には，応用方法についての議論を重ね，まだまだ検
討の余地があることを知れた。今までの研究室内で行って
きた議論は各々が似た分野に携わっているため，理解され
やすい反面，議論の幅が広がりづらかった部分も見つかっ
た。そのため，今大会に参加し，多角的な視点で意見をも
らえたことは，非常に有意義な時間を過ごすことに繋がっ
た。80分の発表時間では議論し切れなかったこともあっ
たが，今大会に参加し議論を通じて，まだまだ薬剤利用へ
の応用方法が模索できることに気づき，さらに研究を発展
させたいと思った。

私はこれから修士を修了するまでの半年間に，さらに研
究を進め，相手に伝わる発表を行い，研究者としてさらな
る成長を遂げたい。そして，今後は，研究と発表を通じて
得られた経験を糧に，企業に就職後も成長し続け活躍した
い。

（神戸大学大学院 工学研究科 応用化学専攻 波部俊亮）
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マテリアルズ・インフォマティクス

連 載

Materials Informatics

 

 
従来の材料開発は，知識・経験を駆動力として開発のサ

イクルを回すものであった。これに対して，MI（Materials 

Informatics）による材料開発は知識・経験とAI（Artificial 

Intelligence）・データサイエンスなどのデータ科学の組み合
わせを駆動力として開発のサイクルを回すものである。連
載の第2回では，昨今のMIの風潮を鑑みつつ，日々の材
料開発に役立つMIとはどういった取り組みなのかについ
て考える。
 

 
今となっては材料開発をはじめとした製造業において，

アカデミック視点・企業視点のどちらからみても随分と
MIの領域はメジャーになってきたように感じている。

はじめにMIの領域がどのような道のりを辿り今のよう
なメジャーな状況となったかをみていく。

MIのブームの先駆けとなった出来事はやはり，2011年
にアメリカのオバマ大統領が発表したMaterials Genome 
Initiative（MGI）1）であろう。これは，材料開発を加速し開
発期間を半減させるという目標を掲げ2012～2016年の5
年間で5億ドルを投資して，①物質・材料研究において，
計算，データ，実験を連携させた統合アプローチを主流に
するための研究者意識の醸成，②実験，計算，理論の統合，
③データへの容易なアクセス環境の整備，④世界水準の人
材育成に注力していくというものだ 2）。ここで注目すべき

はデータという単語が4つの項目のうち2つに登場してい
る点である。ここからデータの重要性に着目していること
が見受けられる。その後に日本でも2015年に情報統合型
物質・材料開発イニシアティブ（MI2I：“Materials research by 

Information Integration” Initiative）がスタートする。これは
2015年度～2019年度の5ヵ年で，NIMS（国立研究開発法人

物質・材料研究機構）の情報統合型物質・材料研究拠点をハ
ブ拠点として，物質科学や材料工学，データ科学，AI技
術といったさまざまな分野の人材を糾合し，学際分野であ
るMI分野の開拓とその手法・成果の社会実装を通して，
大学等のアカデミアと産業界との橋渡し機能を構築し，日
本のイノベーションプロセスヘの貢献を目指すというもの
だ 3）。こうして各国で材料開発におけるデータの重要性の
認識が高まっていく中でAI・データサイエンスの流行が
重なり，MIのブームが加速した結果，MIの領域が今のよ
う な メ ジ ャ ー な 状 況 に 繋 が っ た と 感 じ る。2012年 の
Harvard Business Reviewで掲載されたDavenportらによ
る「データサイエンティストは21世紀で最もセクシーな職
業である」という言葉は有名である 4）。

こうしてMIのブームがはじまり，黎明期には組成の配
合表・プロセス条件表などを扱うテーブルデータ分析が主
流であったが，AI・データサイエンス領域の技術進歩に合
わせてMI領域においてもその技術を導入して様々な取組
みが出てきた。今では，MIの領域において前述のテーブ
ルデータの解析に加えて，材料構造データの解析・画像デー
タの解析・テキストデータの解析はもちろんのこと，生成
AIによる解析も報告が増えており，MIを推進する場合に
より広い技術について理解・体得する必要が出てきている。
 

 
最近のMIの取組みにおいて業界に衝撃を与えたものとい

えば，Google DeepMindより発表されたGraph Networks 
for Materials Exploration （GNoME）5, 6）の取組みであろう。
この取組みではMaterials Project7, 8）と呼ばれる大規模な
オープンデータベースによりモデルを学習させるMIのア
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